
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：磐田市全国都市交通特性調査に伴うアドオン調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：磐田市 

 

 

 ３ 調査圏域：磐田都市計画区域 

 

 

 ４ 調査期間：平成 27 年７月 22 日 ～ 平成 28 年３月 18 日 

 

 

 ５ 調査概要： 

本調査は、平成 27 年度に国土交通省で実施される全国都市交通特性調査の追

加調査として位置づけられている。 

磐田市は、全国都市交通特性調査の調査都市であり、平成 31 年度末に開業予

定である JR 東海道線袋井・磐田間新駅の需要を把握し、周辺の駐車場等の施設

整備やまちづくりに適切に反映させていくための各種データを得ることを目的

として、独自の地域調査票を追加し調査するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 磐田市全国都市交通特性調査に伴うアドオン調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

（１）調査概要 

（２）調査結果：単純集計 

（３）調査結果：クロス集計 

 

 

 



（様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

磐田市と中部地区サポートセンター（全国都市交通特性調査のサポート問合

せ先）とで想定問答を共有するなど連携し、実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等 

調査業務のため、委員会は実施しておりません。 

 

 

 

 

 

 

連携 磐田市建設部都市整備課 
TEL：（0538）37－4830 

中部地区サポートセンター 
TEL：0120-901-488 

アドオン調査に関する 
市民からの問い合わせ 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

東海道本線袋井・磐田間に設置予定の新駅周辺に関する都市交通特性を把握

することを目的に、全国都市交通特性調査の実施にあわせて、アドオン調査を

実施するため、調査に必要となる調査項目の検討及びその結果のとりまとめ等

を行うことを目的とする。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国都市交通特性調査 

（３）調査票印刷 

（１）計画準備 

（２）調査計画、調査項目の検討 

（４）調査実施 
 ・問合せ対応 

（５）調査結果のとりまとめ 

（６）報告書の作成 

調査実施 
・調査票の封入、発送 
・問合せ対応 

調査対象の抽出 

計画準備 
調整

連携



 ３ 調査圏域図 

調査圏域は磐田市全域とし、磐田市内 2,000 世帯（無作為抽出）に対し全国

都市交通特性調査の調査票配布封筒に同封して調査票を配布した。 

なお、回答者は各世帯 15 歳以上の代表者 1 名とした。 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

（１）調査概要 

対象 
磐田市内 2,000世帯無作為抽出 
※全国都市交通特性調査の調査票配布の際に同封 
※各世帯 15歳以上の代表者 1名が回答 

期間 10月～11月 

回収数 624名（回収率 31.2％） 

調査票（1/2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  



 

 

調査票（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

（２）調査結果概要 

1) 属性 

・10 代が少ないものの、全年代から回答を得ている。 

・調査対象となった全地域から回答を得ている。 

 

        【年齢】             【住まい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 現在の JR 東海道本線の利用状況 
・「磐田駅」の利用が最も多く、次いで「豊田町駅」の利用が多い。 

・駅への交通手段としては、「自分で車を運転する」や「家族など他の人に

車で送迎してもらう」など、車利用が多い。 

・目的地としては、「その他市外」が多く、そのうち「浜松市」が 331 人と

非常に多い。 

 

       【利用駅】          【駅への交通手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

n=624
(0.3%、2) 10

代
(3.8%、24) 20

代

(10.3%、64) 

30代

(12.7%、79) 

40代

(17.1%、107) 

50代

(11.7%、73) 

60～64歳

(26.9%、168) 

65～74歳

(15.7%、98) 

75歳以上

(1.4%、9) 無

回答

n=623
(5.5%、34) 豊

岡地区
(6.3%、39) 岩

田・大藤・向

笠地区

(5.8%、36) 豊

田（国1ﾊﾞｲﾊﾟ

ｽ北側）地区

(18.6%、116) 

豊田（国1ﾊﾞｲ

ﾊﾟｽ南側）地
区

(15.2%、95) 

見付地区
(5.8%、36) 中

泉・今之浦地

区

(15.9%、99) 

田原・御厨・

西貝・南御厨
地区

(6.1%、38) 天

竜・長野・於

保地区

(3.7%、23) 竜

洋地区

(14.9%、93) 

福田地区

(2.2%、14) 無

回答

n=621

(54.6%、339) 

磐田駅
(23.8%、148) 

豊田町駅

(1.3%、8) 袋

井駅

(1.3%、8) そ

の他

(17.4%、108) 

利用していな

い

(1.6%、10) 無

回答

n=616
(11.5%、71) 

徒歩 (5.5%、34) 自

転車

(0.5%、3) 原

動機付自転

車

(1.1%、7) バイ

ク

(32.0%、197) 

自分で車を

運転する

(23.4%、144) 

家族など他

の人に車で
送迎してもら

う

(11.9%、73) 

バス等の公

共交通

(3.4%、21) タ

クシー

(0.6%、4) そ

の他

(10.1%、62) 

無回答



 

       【目的地】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3) (仮)磐田新駅が整備された場合の利用駅 
・(仮)磐田新駅の利用は 32.1％となっている。 

・(仮)磐田新駅への交通手段としては、「自分で車を運転する」や「家族な

ど他の人に車で送迎してもらう」など、車利用が多い。 

 

       【利用駅】        【（仮）磐田新駅への交通手段】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n=620
(9.8%、61) 磐

田市内

(2.3%、14) 袋

井市

(74.0%、459) 

その他市外

(13.9%、86) 

無回答

n=624

(15.7%、98) 

(仮)磐田新駅

に変わる

(16.3%、102) 

問２の駅に加

えて(仮)磐田
新駅を利用

する

(61.2%、382) 

問２と変わら

ない（(仮)磐
田新駅を利

用しない）

(6.7%、42) 無

回答

n=615 (8.1%、50) 徒

歩 (6.0%、37) 自

転車

(1.0%、6) 原

動機付自転

車

(0.7%、4) バイ

ク

(42.0%、258) 

自分で車を

運転する

(20.5%、126) 

家族など他

の人に車で
送迎してもら

う

(10.4%、64) 

バス等の公

共交通

(2.1%、13) タ

クシー

(5.4%、33) そ

の他

(3.9%、24) 無

回答

【その他市外の上位5都市】

331人

42人

24人

11人

8人

浜松市

静岡市

掛川市

東京都

愛知県名古屋市



 

4) (仮)磐田新駅へのアクセス手段としての「バス等の公共交通」の利用意向 
・「利用してみたい」「運行条件によっては利用してみたい」は 41.4％と

なっている。 

・利用する条件のうち、重要な項目は「自宅や目的地とバス停までの距離」

が最も多く、「運行間隔」「利用料金」「鉄道との乗り継ぎのしやすさ」

も多い。 
 

【利用意向】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【利用条件（重要項目）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n=621
(14.8%、92) 

利用してみた

い

(26.6%、165) 

運行条件に

よっては利用
してみたい

(17.7%、110) 

運行されて

みないとわか
らない

(39.3%、244) 

ほとんど利用

しない

(1.6%、10) 無

回答

n=624

59.0%

41.3%

7.4%

40.1%

23.6%

9.1%

9.5%

8.2%

34.9%

9.0%

1.9%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅や目的地とバス停まで距離

運行間隔

片道の乗車時間

利用料金

運行時間

運行日

到着時刻の正確さ

分かりやすい情報案内

鉄道との乗り継ぎのしやすさ

バス相互の乗り継ぎのしやすさ

その他

無回答



 

5) (仮)磐田新駅へのアクセス手段としての「自動車･バイク」「自転車･原動
機付自転車」の利用意向 

・自動車･バイクについては、「利用してみたい」「（駐車場）料金によっ

ては利用してみたい」は 61.9％となっている。 

・自転車･原動機付自転車については、「利用してみたい」「（駐輪場）料

金によっては利用してみたい」は 30.4％となっている。 
 

【自動車･バイク利用意向】    【自転車･原動機付自転車利用意向】 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6) 望まれる水準でバス等の公共交通が運行され、駐車場や駐輪場等が整備さ
れた場合の利用駅 

・望まれる水準を聞く前（問３・５）よりも、聞いた後（問１０）の(仮)

磐田新駅の利用は 39.4％と増加している。 

・望まれる水準を聞く前よりも、聞いた後の(仮)磐田新駅への交通手段は、

「自転車」や「原動機付き自転車」、「自分で車を運転する」、「バス等

の公共交通」が僅かに増加している。 

 

【利用駅】 

 

 

 

 

  

n=622

(25.6%、159) 

利用してみた

い

(36.3%、226) 

料金によって

は利用して
みたい

(9.6%、60) わ

からない

(23.2%、144) 

ほとんど利用

しない

(5.3%、33) 無

回答

n=624

(17.5%、109) 

利用してみた

い

(13.0%、81) 

料金によって

は利用して
みたい

(11.1%、69) 

わからない

(47.6%、297) 

ほとんど利用

しない

(10.9%、68) 

無回答

問3 n=624

問10-1 n=624

15.7%

18.6%

16.3%

20.8%

61.2%

50.3%

6.7%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問3

問10-1

(仮)磐田新駅に変わる

問２の駅に加えて(仮)磐田新駅を利用する

問２と変わらない（(仮)磐田新駅を利用しない）

無回答



 

【（仮）磐田新駅への交通手段】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7) (仮)磐田新駅の自由通路に整備が望まれる設備 
・「エスカレーター」が最も望まれており、「エレベーター」や「明るい空

間（照明）」も多い。 

 

【自由通路に望まれる設備】 

 
 
 
 

問5 n=615

問10-2 n=617
8.1%

6.0%

1.0%

0.7%

42.0%

20.5%

10.4%

2.1%

5.4%

3.9%

7.0%

6.8%

1.3%

0.8%

43.4%

18.8%

11.2%

2.1%

5.2%

3.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

徒歩

自転車

原動機付自転車

バイク

自分で車を運転する

家族など他の人に車で送迎してもらう

バス等の公共交通

タクシー

その他

無回答

問5

問10-2

n=624

48.9%

63.8%

19.1%

29.3%

53.2%

3.2%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

エレベーター

エスカレーター

ムービング・ウォーク（動く歩道）

スロープ

明るい空間（照明）

その他

無回答


